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Genus Himαηtothall1~S SK01.'TSB. (3極を含めた)

1. H仰1anlothalh/'sspiγau，s SK01.'1.'5B. (属のタイプ)

SK01.'T5BERG， 1907， p. 143， fig. 173-176， tab. 10. (本文第 1図〕

2. Himαηtothal仰sgmndifoli1ω(GEEP) A. ZIN. comb. nov. (新結合)

Syn. Lessoniαgrandゲ"oli，αA.et E. GEPP， 1905， p. 105; 1907， fig. 74 (?)， 

pro parte. -Phyllogigαs 9γαndグ"oliusSKOT1.'5BERG， 1907， fig. 74 (?)， pro 

parte. (本文第4図〕

3. H仰zαntothαllus/coγoto/cevicZ'ii A. ZIN. sp. nov. (新聞〔本文第1図及び第 21きIJ

Genus Phyllogigαs SK01.'TSB. (1 IDiを含めた)

1. Phyllogigas s/cottsbeγgii A. ZlN. nom. nov. (新名称)

Syn. Phyllogigαs 9γαndifolωs SKOTT5BERG， 1907， p. 63， fig. 73， 75-80. 

tab. 6， pro parte. -LessoniαgγαndifolωGEPP， 1907， pl. 1. fig. 2 (?)， 

pro parte. (本文第5図及び第6図〕

最後に乙れ等の腐の分類学的位協に触れているが， 乙れ等の海~S の構造上の基本的特

徴として (1)筒tぎがある乙と (2)短い細胞の糸か ら成る中心胞がある，特にヒマント 11)レ

ス属に発達しているとと (3)コンブ型の粘液腔導は無い乙 と等を挙げ，更にWMt;u学的構造

からそれ等に近い第3の属 Ph.aeoqlossumSKOT1.'5B. (SKOTTBERG， 1907， p. 59)を含め

てジノ パの提唱する新 しい科目imantothallaceaeに含まれるものだという 。この新科の

系統上の位置は特別なグループ，仮称 Himantothallales(?)を将来設けて含めたい旨を

匂は して い るが，目下の処雨阪のこれ等の海磁の~三殖方法は不明なので決断は下 し得ない

と新しい自の創設には庭問符を残している。(JI}橋説往ー北海道大学1:t!学部:fii'l物学教室)
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役員移動

庶務幹事辻寧昭氏，都合により"日和 35~ ド 3 月 31 日付 をもって退任。

会員移動
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学会鍛事 31 

日本藻類学会懇談会

4月51ニ1，日本山学大会水産部会開催を機に東京都立大学五II学部会議室において本会

懇談会を日目似した。 11¥府会員は 27名，なlJHi俊巡幹事の司会により会が始ま り，111田幸男会

長の挨拶があり，続いて水産庁の日l辺氏 ・全漁巡の商尾氏が乙 bL:も寒天原務，アサクサ

ノリ等の不足を訴へ，その生産指導を行ないたいので御協力を願う旨の挨拶があった。そ

の後会食に移り ， ビールの前をひきながら利かに自己紹介等を行なった。乙の悶，佐藤正

巳，瀬木紀男両氏等から「染めノリ 」についての話題が提供された。会食後，ガラパゴユ

向学術調査団の一員として水産植物の調査を担当し，最近妬}!切された東京水路大学の三浦

/1日雄氏の 「ガラバゴスぬよ り帰りて」と庖iする旅行調査談が，数多くのカラー ・スライド

により紹介され多大の感銘を与へた。向，協和陥酵株式会社から多大の御援助のあった却

を附記し感謝の訟を表します。(阪弁記)

IfU荊134 ;1二 1ft

日本藻類学会庶務会計報告

自/1日和 34年 4月 1 /01 

至/113和 35年 3月31日

庶務報 告

1. 1凶和 34il: 4月2日 東京大学教養学部同窓会館に於いて本学会懇談会を開催。山J.'i~

会員22名。瀬木紀V:l1五の「欧州を巡りて」と泌するスライド映写 ・談『活あり。 続いてH寺

回線氏の 「欧米~~類学者等」 についてカラー ・ スライドのl決写あり。
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2. 昭和 34年4月20日 r~ýi 類」 第 7 巻第 1 号発行。

討議員選挙IJfJ架の結果次の9氏が評議員に決定。3. HB;fiJ 34主ド6月5 日

北 海道地区

関東地区

時間 際 ・木下虎一郎 東 北 地区黒木宗 f古]

新的感{政 ・片 |王| 笑 中部地区瀬木紀男

近畿地区広瀬弘幸

九州地区瀬 川 宗吉

ドI~ 国 . Iccil現地区猪野俊平

4. H日和 34年 7月l日 鹿本主幹人氏が)，(U削除引に委l服された。

5. I同和 34年 8月 20EI r務類」鎗7巻第2旬発行。
6. 昭和 34年 9月5日 東北大学川内分校に於いて本学会館 7ITII総会を開催。 l:um~会員

40名。

(1)開会挨拶。 (2)議長中沢信午氏選出。(3)的、務会計報告。 (4)会長選挙，1111王l率95氏当選。

(5) r務類」販売価格1部 150円， 国外販売(illi絡各巻2ドノレ と決定。 (6)その他。(7)閉会
挨拶a

7. I昭和34年 12月20日 「務類」第7巻第 3号発行。

8. 昭和 34年 3月31日 )，n;~幹事辻i事 |畑氏都合に よ り退任。

9. I悶和 34~I" 3月 31日現在会員数 324名。(悶内会員 314名国外会員 10名)

収 入 の

~ 資 217人 (329何)

パヮク ・ナンバー

平日 子 振替貯金

郵便貯金

小 言十

前年度繰越金

総計

部1

会計報告

99，132円

27，298 

331 

2，151 

128，912 

54，055 

182，9671モl

支出の部

羽[-1

出版 'J'l¥ VJI-2 

~ VJI-← 3 

発送資(羽[-2

通 信 賀

会場 1~

謝 金

小 言1・

次年度繰越金

総計
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30，470円

31，540 

30，250 

2，784 

2，896 

2，928 

3，679 

2，000 

2，000 

108，547 

74，420 

182，967円




